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関 ｛系 法 d守岳司、
（長官官） （長賢官）
政 令 政878) 1 1・16
o国家公務員等共済組合法施 行令の 一部を 0郵便法等の 規定に基づき郵便番号を定 め 11 ・17
改正する 政令 （ 31 3) 11 ・ 2 る 件の 一部を 改正する 件 （ 郵政882 ) （号外）
0著作権法施 行令の一部を 改正する 政令 o国家公務員等共済組合法 施 行 規 則第105
(323) 1 1 ・ 13 条の 2 第2項第 7号及び同条第 3項第 3
号の 規定 に基づき大蔵大臣が定める 医療
省 令 に関する 給付を定める 件の 一 部を 改正す
0郵便 規則の 一部を 改正 する 省令 （郵政43 ) 11 ・8 る 件 （ 大蔵141) 11 ・21
o国際電子郵便 の 取扱いに関する 省令 （ 郵 o国家公務員等共済組合法施 行 規 則第105
政44 ) 11 ・ 21 条の 2 第llJ頁第6 号の 規定 に基づき大蔵
0郵便為替規則の一部を 改正する 省令 （ 郵 大臣が定める医療 に関する 給付が 行われ
政45 ) 11 ・ 2 9 る べき療 養を定める 件の一部を 改正する
件 （ 大蔵142 ) 11 ・21
規 則 o国際電子郵便 の 取扱地域及び取扱郵便局
0 人事 院 規則 （ 管理職員等の 範囲）の一部 並びに 名あて地における 国際電子郵便 物
を 改正する 規則 （ 人事 院17 0 ) 1 1・2 9 の配達方法を定める 件 （ 郵政885 ) 11 ・ 21
o国家行 政組織法第22条第2項の 規定 に基
告 示 づき， 昭和5 9年10月 1 日現在 の 国の 行 政 11・22
0著作権法の 規定に基づき著作者の 実 名登 機関の組織を告示 （ 総務庁25 ) （ 号外）
録を 告示 （ 文化庁17 ) 11 ・ 2 0勤労者財産形成年金貯蓄に係る金融機関
0郵便法第26条第 1項第 5 号に掲げる 刊行 の金利 の最高 限 度に関する 件の 一部を 改
物を 指定する 件の 一部を 改正する 件 （ 郵 正する 件 （ 大蔵148) 12・1
学 内 規 則
富山大学共通第1次学力試験実施委員会
規則の一部改正
富山大学共通第 1 次学力試験 実施委員会 規則の 一部を 改正する 規則を次のとおり制定する。
昭和5 9年11月22日 富 山 大 学長 柳 田 友 道
富山大学共通第1次学力 試験実施委員会規則の一部 を改正する規則
富山大学共通第 1次学力試験実施委員 会 規則 （ 昭和
53年 9月28日制定 ） の 一部を次の ように改正する 。
第 2条中「当 って 」を 「 当 たって 」 に改める 。
第 3条第l項中「次に」を 「次の各 号に」に改め，
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同 項 第 5号を次のように改める。
(5) 情報処理センタ一長




3 第 1工頁第 3号の委員の任期は， l 年とする。 ただ
し， 補欠の委 員 の任期は， 前任者の残任期間とする。
第4 条第 2 J頁中「代行するりを「 行うりに改める。














昭和59年11 月 30日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学構内 交通規制に 関する暫定要項の一部 を改正する要項





車後は 8時30分から17時30分まで構 内の運 行を禁止














第 l 条 この規則は， 国立又は 公立の大学における外
国人教員の任期等に関する特別措置法 （昭和57年法




第 2条 外国人教員の任期は， 3 年とし， 再任を妨げ‘
ない。
第 3条 前条の規定によ り難い場合には， 個々に評議
会の議に基づき， 学長が定めるものとする。
附 則












昭和田年11月 30日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学受託研究取扱規則の一部 を故正する規則
富山大学受託研究 取扱規則（昭和45年 8 月 7 日制定）
の一部を次のように改正する。





第 2条中「人文学部， 教育学部， 経済学部， 理学部，
工学部」を「各 学部」に改め， 「ト リチウム科学セン
ター」の次に「， 保健管理セ ンター」を加える。
第 3条 第 3項中「学長は， 」を「部局長は， 」に，
「 公団等政府関係機関 ， 」を「公団等政府関係機関 」
に， 「協 議のうえ ， 」を「協議の上 ， 」に改める。
第4条第 1項中「委託研究申込書」の次に「（ 以下「申
込書」という。）」を加え， 同 条 第 2項を削る。
第 5 条（見出しを除く。）を次のように改める。
第 5 条 部局長は ， 前条の申込書を受理したときは，
教授会（トリチウム 科学セ ン タ ー及び保健管理セン
ターにあっては運営委員会， 以下同 じ。）の議に基づ
き受入れを決定するものとする。









第 5 条の 2 部局長は， 前条第 1項の受入れを決定し
たときは， その旨学長に報告するとともに， 受託研
究計画書（様式 第 2 号） により， 契約担当官に通知
するものとする。
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2 学長は ， 前条第 3項の受入れを決定したときは，
その 旨当該部局長に通知するとともに ， 受託研究計
画書（様式 第 2号） により契約担当官に通知するも
のとする。
第 6 条（見出しを除〈。）を次のよ うに改める。
第 6 条 契約担当官は， 前条の通知に基づき， 受託研
究契約書 （ 様式第 3号）により受託研究契約を締結
するものとする。
2 契約担当官は， 受託研究の契約を締結したときは，
前条 第 1項の場合には当該部局長に ， 第 2項の場合
には学長に受託研究契約通知書（様式第4号）によ
り通知しなければならない。
第 7 条第 l項中 「部局長を経て学長に報告し， その
指示を受けなければならないりを「部局長に報告しな
ければならない。 ただし， 第 5 条 第 3項に該当する場
合は部局長を経て学長に報告するものとするuに改め，
同 条第 2項中「学長は， 」を「部局長は， 」に改め，
「その旨」の次に 「学長に報告し， 」を加え， 同 条に
次の2項を加える。




4 前 2項により受託研究を中止し， 又は延長したと
きは ， 部局長は， 教授会に報告しなければならない。
第 8条中「学長は ， 」を「学長又は部局長は， 」に，
「かかる」を 「係る」に改める。
第 9 条中 第 3項を削る。
第 9 条の次に次の 1条を加える。
（研究の 公表）




2 学長は， 受託研究による研究 成果の公表の時期及
び方法について， 必要な場合には， 委託者と協議に
より定めるも のとする。
様式第 1 号中 「委託者， 住所， 氏 名」を「委託者，
住所， 氏 名 目」に， 「遵守のうえ， 」を「遵守の上，」












備考 規則 第5条の 2 第 2項による通知の場合にあ
つては部局長名を学長名に読み替えるものとするり
に改める。
様式第 3 号の第 6 条中「受託研究の結果， 」を 「甲
は， 受託研究の結果， 」に改め， 第 7条を第1 0条とし，
以下 順次 3 条ずつ 繰り下 げ， 第 6 条の次に次の 3 条を
加える。
第 7条 甲は， 受託研究の結果生じた発明であって，
甲に承継された特許を受ける権利又はこれに基づき
取得した特許権（以下 「特許権等」という。） を乙又
は乙の指定する者に限り， 当 該受託研究完了の 日 か






















この規則は， 昭和59年12月 1 日から施行する。
砂富山大学受託研究 取扱規則の改正理由
奨学寄附金， 受託研 究費等の適正な 取扱いにつ いて












第 2条 この要項において「部局」とは， 事務局， 学
生部， 各学部， 教養部， 附属図書館， トリチウム科





第 3 条 購入する物品の機種， 銘柄の選定を適正 に行
うため， 必要な都 度本学又は部局に機種選定委員会
（以下 「 委員会」という。）を置く。





3 委員長は， 必要と認めた場合、 委員以外の者を委
員会に出 席させ， 意見を聴くことができる。
（委員の委嘱）
第 4条 本学に置く委員会は， 学長の諮問に応じ， 2
部局以上の共同利用に係る物品についての機種選定
を行うものとし， その委員は， 関係部局の教官各 2
名ないし5 名を， 部局長の推薦により学長がその都
度委嘱する。
2 部局に置く委員会は， 部局長の諮問に応じ， 当該
部局に係る物品についての機種選定を行うものとし，
その委員は， 教官 3 名ないし 5 名を， 部局長が その
都 度委嘱する。
3 部局長は， 前各項に規定する委員の推薦及び委嘱








第 5 条 委員会の審議対象は， 原則として価格が 300
万円を超える物品とする。 ただし， 5 00万 円未満の
昭和59年度第2団体育部会（ 1 1月 5 日）
（ー審議事項）
諸
(1）昭和 59年 度合宿研修 ・ スキー講習会について
























第 7条 委員会は， 購入する物品の選定を決定したと




第 8条 第 5 条ただし書に定める機種選定については，
第 6 条及び第 7条の規定を準用する。
（ 庶 務）
第 9 条 委員会の庶務は， 当 該物品の管理に当たる部
局の会計担当係において行うものとする。
附 則
この要項は， 昭和 59年12月 1 日から実施する。
議









































(3）体育部会 3 号 委 員について
（審議事項）

































(1）富 山 大学構 内 交通規制に関する暫定要項の 一部改
正（案）について
(2）富 山 大学において任用する外 国人教員 の任期に関
する規則の制定（案）につい て（継続審議事項）
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学 事
昭和60年度富山大学学生募集要項




o人文学部 1 70名（人文学科90名， 語 学文学科80名）
0教育学部 240名（ 小 学校教員 養 成課 程 140名， 中
学校教員 養 成課程 50名， 養 護 学
校教員 養 成課程20名， 幼稚園教
員 養 成課 程30名）
0 経済 学部 300名（ 経済 学科 120名， 経営学科 120
名， 経営法 学科60名）
0理学部 180名（数学科40名， 物理学科40名， 化学
科40名， 生 物学科30名， 地球科学
科30名）
o工 学部 30 5名（電気工 学科 50名， 工 業化学科45名，
金属工 学科40名， 機械工 学科50名，
生産機械工 学科40名， 化学工 学科
40名， 電子工学科40名）
（注 ） 1 経済 学部の募集人員（300 ） には推薦入
学によ る合格予定人員を含む。
2 理学部物理学科の募集人員 （40 ） には第
2次募集人員( 10）を含む。
2 出願期間
昭和60年2月 9 日仕 ） から 2 月1 5日幽まで。( 1 5日
寸，，，一与 音E 学科 ・ 課程（専攻 教科 ）
教 科
受 付は 午前9時から 午後 5時まで。 ただし， 土曜
日は正 午までとし， 日曜日及び 祝日は受 け付けない。
3 検査 期日
昭和60年 3月 4日 （月）
（教育学部 小 学校 ・ 養 護 学校・幼稚園教員養 成課
程の実技 検査は， 3月 5 日 （刈）
4 検査場
。 人文学部 検査場 教 養 部（富山市五福）
0教育学部 検査場 教育学部（富山市五福）
0 経済 学部 検査場 経済 学部（富山市五福）
0理 学 部 検 査場 理 学 部（富山市五福 ）
o工 学 部 検 査 場 工 学 部（高 岡市中川園町 ）
5 入学者の選抜方法
入学者の選抜は， 共通第 1 次学力試験， 第 2次の
学力検査 ， 調査 書及び健康診 断 を 総合して判定する。
6 検査教科 ・ 科目










































教育学部 養 護 学校教員 養 成 課 程





（国 語 ， 社会 ， 英 語）






















































数 ：主子4 科 数 学 代数・幾何，基礎解析，微分・積分，確率・統計






































































































(1) 第 2志望とすることができる課程， 専 攻教科は次のとおりである。























































































































































































































































































































































0中学校教員養 成課程 （音楽， 美術， 保健体育）は， 第 2志望を付す ことはできない。
2 工 学部志願者
(1） 「 化学」で受験する者に は， 工 業化学科， 金属工 学科及び化学工 学科の3 学科問でのみ第 2志望を認め
る。
(2 ） 「物理」で受験する者に は， 工業化学科を除く 6 学科に わたり第 2志望を認める 。
7 志願者カード






教 科等 区 分 国 語 宇土 �合Z 五、 数 学 理科 外国語 検実 査技 ノj、 言十 合 計学部（学科課程）
共
第





















































































共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 第 2 次 400 400 
音B 共第通第21次次
100 100 100 100 100 500 800 経 済 寸，，＿，＿ι 300 300 300 
共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 理
















学 第 2 次 200 200 400 土也
ふ寸温ー． 音E 共通第1次 200 200 200 200 200 1,000 1,400 工 第 2 次 200 200 400 
9 合格者発表








職業科）を 昭和60年3 月卒業見込みの者で， 次の
各 号に該当する者
ア 人物， 学力， 健康におい て優れ， かつ， 勉学







昭和60年1 月 5 日（士）から1 月11日幽午後 5時ま
でに必着のこと。
受 付は午前 9時から午後 5時まで。 ただし， 土
曜日は正 午までとし， 日曜日は受け付けない。
( 5) 入学者の選抜方法
推薦入学者の選抜は， 共通第 l 次学力試験及び
第 2次の学力検査を免除し， 推薦書， 調査書， 小
論文及び面接の結果を 総合して判定する。
ア 選考期日




時間 I 9 : oo I 9 : 30～ 1 1  : 10 I 13 : oo～ 




















昭和 60年 3 月22日制から 3 月25日（！ J)午後5 時ま
でに必着のこと。
受 付は， 午前9 時から午後 5時まで。 ただし，
土曜日は正午までとし， 日曜日は受け付けない。
(4) 入学者の選抜方法




第 2次募集では， 第 2次の学力検査は行わな




イ 共通 第 l 次学力試験の配点
教科 ｜ 国語 ｜ 社会 ｜ 数学 ｜ 理科 ｜ 外 国 語 ｜ 計
配点I 200点I 200点I 400点 I 400点 I 200点 I 1,400点
(5) 合格者の発表
合格者は， 昭和60年3月29日（斜午後 4 時本学
（富山市五福）に掲示し， かつ， 本人に通知する。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 寄 任 命権者
採 用 59 11. 19 関 衣美子 事務補佐員（附属図書館） 富山大学長
与キ 仔： 59. 12. 1 贋 田 忍 講師（教育学部） 助教授（教育学部） 文 部 大臣
降 職 59. 11. 30 ノill.、～ 本沖木く 主百主干手 ニ寸ょ一 事務補佐員（附属図書館） 辞職を承認する 富山大学長
退 職 59. 12 l 高 見 玲 チ 教諭（教育学部附属養護学校） 昭和59年11月30日限｝）任期満了により退職した II 
学 内 諸 報
文部省永年勤続者表彰
昭和59年度文部省永年勤続者として， 本学から次の 勤続20年 経 理部主計課 長 阿部 利夫
方々が表彰されました。 II 経 済学 部 事務長 石野 倶行
II 附属図書館事務長 早崎 寛成「：.：.：.：：.＝：：.：..：：.中＝:...::o:.:;＝＝中中中平中中山中中�＝＝中宇中中中平宇中中山中＝1
！ ＠ 退庁， 退室の際に は， 戸締りの徹底 ・ 電気， ガス � 
� の消 し 忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意 し ， i 
！ 盗難の防止・火災の予防に心がけま しょ う グ � 
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海 外 渡 航 者
渡航の種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
同定問題， モデル化， シ ミ ュ
レーションに関する 国際シン
ポ ジウム （A I MS; 84 ニュ 59. 11. 8 ーオ リンズ） に出席， 講演を
外 国 出 張 工 学 部 E力 手 村井 忠邦 アメ リカ合衆国 行う。 59. 11. 22 またニューオ リンズ大学， ア





本学情報処理センタ一新営 その他工事 は， 旧計算機 雄進電気工事 株式会社 （電 気 ）
センター の 一 部を 取 り壊して去る 7 月に着工され， 11 北陸設備工業株式会社 （設 備）
月に竣工しました。
請負業者 建物面積 29lm' 2 階建 （新 営 ）
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寄 稿
〈カナダの中部平原の町〉
この（昭和田年）夏から秋にかけて 2 か月間， 穀類
の貯蔵問題についての研究と調査のため北米大陸の6
つの大学を歴訪した。 期間中， カナダ、のサスカトーン
市に 2 日間， ウィニペグ市に41日間滞在した。 世界の




































工 学部助教授 山 口 信 吉
2日目は両教授と共に市の北方 100キロ余の機械化
研究所に赴いた。 市の東数キロを通るハイウェイを北




































人口60万はカナダ第4 位であり， 空港も 一段と広い。
昭和59年12月1日発行 学
緯度の高いこの地方では， 私の滞在した 9 月 から10月







レッ ド川に固まれ ている。 格調高い古い建物の中に新
しいビルが点在し ている。 ここでもりすがよくあらわ
れ， ときにはうさぎを見ることもできる。
大学から 2 キロほど離れた， ハイウェイ沿いのモー
テルに私は滞在した。 ハイウェイの両側には切れ目な
くホテル， スーパーマーケッ ト， 商店街， 食堂などが
建ち並んでいる。 通りからは立派な街並みに見えるが，
すぐ裏は広い畑に続く雑草地になっ ている。 その様子










家は木造 2 階建 て（ 1階は半地下）で中に入ると広
〈感じた。 子供達は別々の部屋のほかに10数畳相当の
共通部屋を持っている。 中をくまなく見せてもらった
が， 3 ～4 .5畳程度の洗濯室， ミシン室． コート類収
納室のほかに， 驚いたことに漬物室まであった。 1～
2 リッ トルの広口 の透明びんに詰めたピッ クルと呼ぶ
キュウ リの漬物がずらりと並べ てあった。 ダイニング
キッ チンは最近のわが 国のものと変りはないが， レン
ジはガスでなく電熱であった。
この地方では私の見た限り， レ ンジだけでなくパス，
シャワーや暖房の熱源とし て電気が使われ ていた。 こ















みられる。 また， スラム街に相当する所はないが， イ
ンデアン居住区があり， その人達の多くは保護政策に
頼ってあまり働かず比較的貧しい生活をしていると聞
かされた。 レ ッド川をt失んでダウンタウンの東側 にフ
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職 員 消 息
















助 教 授 安田 祐介
人文学部 ・ 理学部
文部事務官 下 回 誠一 助 教 授白 山口 晴司
教育学部
助 教 授 丹羽 洋介 工 学 部
教 授 井 村 定久
事務長補佐 永森 俊 夫 助 教 授 古谷 嘉志
経済学部 E力 手 蓮覚寺聖 一
co 可EA
昭和59年12月 l 日発行 学
文 部 技 官 米山 嘉 治
教 養 部














教 授 小島 覚
主 要 行 事
本 部
11月 2 日 国立大学等庶務部課長会議（於 東京大学）
会計係長会議
5 日 第 2 団体育部会
6 日 県 内 高等学校と大学との懇談会
6 ～ 7 日 昭和59年 度国立学校広報 ・ 文書研究協議会
（於 大阪教育大学）
6 - 8 日 第22回全国厚生 補導研究集会
（於 岩手大学）
7 ～ 9 日 教職員 文化展
8 日 第 1 回文化部会
部課長会議
9 日 第 1 回情報処理センター運営委員 会
第 7 回学寮 補導委員会
第25回文部省、共済 組合北陸地区事務打合せ
（於 金沢大学）
12日 第 4 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員 会
第4 団事務協議会
13日 第 5 回入学試験管理委員会
第 3 回授業料等減免選考委員会
第4 回 補導協議会
県 内 国 立学校等人事担当係長打合せ会
（於 富山医科薬科大学）
15 日 発 明 委員会
15～16 日 国大協第75回総会（於 学士会館）
16 日 第42回国大協事務連絡会（於 学士会館）
県 内 国 立学校等人事担当課長会議
（於 富山医科薬科大学）
円i
昭和59年12月 1 日発行 学




19～ 22日 昭和59年 度厚生補導事務研修会
（ 於 側大学セ ミ ナー ・ ハウス ）
20日 北陸地区大学学生部懇談会（於 福井大学）
21日 奨学金返還説明会
22日 第45回 構 内 交 通対策委員会
庶務係長会議
R 連盟卓球大会 （ 於 不二越体育館）
29日 事務改善委員会組織 ・ 機構部会（第 3 回 ）
30日 第4 回大学院委員 会
第 7 回評議会
11月 1 日 紀要委員会




｜ 教 育 学 部 1
報 第253号
会（於 金沢市 ）
29～30日 日 本教育大学協会北陸地区第 二部会教育実
践研究指導部門 研究協議会（於 富 山 大学 ）





15日 昭和59年 度秋季国立11大学経済 ・ 経営学部










11月 ウ ェ ルナー ・ トックマンテル氏講演会
1 ～ 2 日 日本教育 大学協会北陸地区 第一部会 ・ 第 二
部会合同会議 （ 於 信州大学 ）
7 B 人事教授会












21～22日 日本教育大学協会第 二部会美術部門 全 国協
議会（於 那 覇市 ）
22日 全国 国立大学学部附属学校管理運営等協議
11月











11月 6 日 講演会
昭和59年12月1日発行
演題 ： レ ー ザーの世界





内地 ・ 在外研究 員 に 関する委員 会
21日 教授会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
1 1月 8日 電算化ワーキン グ グ ループと富士通 S E と
の打合せ
12日 第 5 回商議会
15日 昭和59年 度北信 越地区国立大学図書館事務
担 当 者会議 ・ 研修会（於 福井 医科大学）
15 ～16日 昭和 59年 度北信 越地区国立大学附属 図書館
事務（部 ・ 課） 長会議（於 福井大学）




1 1月26日 ト リチ ウ ム科学セ ン タ ー運営委員会




28日 臨時健康診断 （スキー 講習会参加者）
28～29 日 第22回全国大学保健管理研究集会
（於 神戸国際会議場）
健康づく り の集い（心の病気， 精神衛生）
30日 昭和59年 度 （第12回） 国立大学保健管理セ
ンタ一所長会議（於 神 戸商工会議所）
｜ 経営短期大学部 ｜
1 1月 1 B 第8回教授会
第 5 回将来構想委 員 会
12日 第3回授業料等減 免選考委員会
15日 第2回入学者選 抜学力 試験委 員 会
21日 第6回将来構想委 員 会
22日 第9 回教授会
第3回教務委員 会
＠ 積雪 ・ 凍結時の 自 動車等の運転は， 極力取 り 止め
ま し ょ う ．グ
＠ 積雪時 は， 構内除雪の障害 と な ら な い よ う 駐車 に
注意 し ま し ょ う ．グ
＠ 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を
来 さ な い よ う 安全運転 に努め定 め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努め ま し ょ う ．グ
Qd 唱EA
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資 料
昭和60年度 に 開催予定の主要会議及 び大会行事予定表
期 間
月 日 名 車か 主 催 者 名
5 15～ 17  軽金属学会第68 回春期 総会 軽 金 属 学 会、
fl 16～ 1 7  第22 回 人 文系学部長 会議 富 山 大学人 文学部






立議大学会 富 山 大 学 教
養 部














5 月 又 は 6 月 評日 議本 教員 会
育大学協 会北陸地区 富 山 大学教育学部
7 / 30 ～ 8 / 1  日 本科学教育 学会第 9 回年 日 本科学教育学会f: 
9 / 30～ 10/ 3 ・ 日 本数学会秋季総合分科会 日 本 数 学 会－ 数学教育学会例会









10/ 14～ 10/ 17 日 本 雪i氷耳
b‘ 学会 （ 全国 大 会 ）
秋季大 日 本 雪 氷 学 会








会 第 16 回総 日 本音楽教育学会
II 中 旬 シ ェ イ ク ス ピ ア 学会 日 協本 シ ェ イ ク ス ピア 会







陸三 県 大学学生交 富 山 大 学 （ 主管 ）
1 1  未 定 昭国和立6学咋校度広報東海・ 文・ 北書研陸究・ 近協議畿会地区 文 部 省 ・ 富 山 大学
-- 20 -
� 場
富 山 大 学 工 学 部
富 山 大学 人文学部















富 山 大 学 ほ か
未 疋,...._. 






















































所東及海在びす文・ 北書る 陸事国務立・ 近学担校畿当地の者広区報に
参 加 予 定 人 員
県 内 県 外 計
500 500 1 , 000 
10 40 50 
5 68 73 
14 18 32 
5 20 25 
120 280 400 
50 1 , 950 2 , 000 
30 270 300 
200 300 500 
100 200～ 300 ～ 300 400 
200 1 , 200 1 , 400 
450 1 , 350 1 , 800 
18 74 92 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ、 の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 制
